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言案愛子山 i司;有林におけるスギ幼総称議ijと試験
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fγIi:rosl1i K'AV{ ADA and 〆J'adashi Kl削JGA$I\ ; Studies on Ferfllization of γむung;

CrにJル万K吟がψ/戸Fう)!灼ピO併n併?η附1e釘fνr~~<必ピ(I

l.，、1γ令11 己 S 己以cond;乱uy Progr 日ss Report) 

(:うtud.ÎE部 on 1引 ..n出1. Fertilizatlon in K託l1sai l¥rea CPaJ寸

芸5 52: 守口殺必T&Tf rJ、 ITJ.二NH:o)汲ドゾノt.， ;ζ との試験Jlti!ま j設ヌさされてから 10午そ終過した。絞

符!の 4 ;:rr日の丸;共はすでベ主間報~ J 02~ p、 J4:>-J 62 , (I96{) に玲三えしたが? との終合rはそのt交の

6 :îf..耳目の尾忠とりまこめたふのごある δ と{王者ら;ふや十年なし 2しが時の合主kt1:+~戸才T!， Jy;]

られている例かま;いが.でさるだけ長期間 tc. k."! た:て紋絞すると J が奴R乏しいと考八ぜている。

於己双山 J ミ ~'J な成 tえを持続し，ぷt~とお8.101). rfi:遂1.3cm~汀ili， lh 貴1ft主JJf:: Jてに}~ベてμ4

2 ， 3 伐'ùiH を d2、 61ô'('ご;たし允， ~11[談役 3日澱Jt1， r弐 iま泌臨:6 '~f後iこ !JB効 iまたしたがz

ク_，ヲナ主総によって，，-，>7': i: ぴ良好な成長を[iJ復した行おミえ(1mおよび ~j 滋賀ß)]Efおま退!史 5 勾後もなお

qrr.効が絞められた、

10年後lζ行った.:H交の分析結果lふ隔年総までE王将における有機J妨げJ分解係機イじがけλ1 ちょ~C: <<i認

めレ〉れた。また務分析の給:#&tふ泌Ht::?とともなう成長殺のi設:大lとともはって、鈴設のお， l'およびk

i竣[Sfの海大と Ca濃度の減少が認められたが~ Mg~~WE![~.;t-:i~~の澱係:Iß見られノなかっfご。

トはじ;ちに

1へ 13

~者ろの…人公笈Xrf 1 和歌山怠伊都足f，;W;;聖子山町のお'野営林繁管内高野Jll'i~有林ピス t.: 今ヒ/ "f-)泌総体施

HEおそ殺殺を~'1t:}jさしてから p きをに10年c))今ユ〉綴漁 lA:. ひとの試験:I-I!lの設定後 4

議おしたとおわである m

さごとによ主

との試!校総l立当初予スぷおよびヒノキ 会対象と[ノマ:綾部jIT:Dの試E主任日約とし出発したが，

して了 iミj努試験iと長りかえら:れだっち官報おでjjlべたように 4 か年;.;;.終J設した 1965主fS:iiれで

は， MlinElえにおけるスニTV〉成長がう上!と良好でヒノキが被圧され Þhめたので吋ヒ/止を ti、(えして以後

tl スがを対象ユ: L.でさえ殺が継続されていお。

/íi琵 0.)報告i丸 lì':f'ifi以後のち結 5ρ ノ1む年(1965年;f~， .，，1970f問りの 6 か11' 1努の怒沼;，1:， 1:だ 2 D:::G のキ1潟報公

としてとり玄止めたものでおる。

3。 施恕および深腎

げる Î1tâHE1ま1剛abIe 11と訴すとおりであった。

下文l] ~.コ 4 ;:l~路で、終了 L ，以後は1)'わなかった。しかし，お-ißnJ芝生;よ

ぬ71年 6 )J昔日受1翠

(1) (2) 駁i.'!j文1M

となる仮説二
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Table 1. JÆ1i泡 n寺辺!および路肥議

Date of fertilization and amount of 

fertiliz色r per one stand 

Plぱ γMar. 1965 .Mar. 1 ヲ 671 Mar , 1969 

ζ 1向寸立平寸古平常
n
b
c
p
 

30'つgネホ
150gネ

Unfeγtilized 

および策本の刈払いを行った。

i't) 1) 古Aプミ需皮i立冬Kいずれも 2， 750本/h品。
2) キ {持]芸子 (24-- ](3--11)をクローネの周辺必要王

石，(1者き 10，二rnfζ若者状捻Bf';。

料 問 l~}m車、;を手まきで地茨ilñ~L.1:設司Tf した。

Remarks: 1.) The no. of τrees of each plot was 
2, 750/ha, 

2) ホ The m�ed ferti!�zer that contains 
24;;ち of N, 16% of PZO� and n%  of 
K20 官as given in the depth of 10 cm 
from tbe surface of soil circularly under 
the circllmference of crown of tree , 

判 The same fertiIizer was brm~dcasted 
by hand. over the whole ploL 

3. スギ?の成長

との}lJj信 r-!] におけるスギの成長iふ Table 2 およびFig.l \こ示すとおりであった。

との試験地のこiニ主義は P宵 (h) II~ 1I[ (滋性ポドゾノレイ七」日;嬢・ j同;MiJJ:J) iと隠する。今までに行われたこと壊純

潔の給架からは， ζ のような土主義におけるスギの人工林の成材、は凶離であろうと予恕ちれている。 紙縮問

区 (D [2:)のこのおm~中の樹海成長は，古官報8) \L7おした総裁後 4 午~rhTI ~と比べるといちじるしい低下を ;T~

し，予想どおり今後の成'!本!と対してかなり暗い見とおしを与えるにいたっている。

このような土壌条件の不良な林地iζ対して，施胞は泉して有効であろうか? この試験よli!iJ:(設定された

10年以前はまわが国において林地施肢に対する関心がおまり始め，同時 ~t幼i始I与に対する多くの試験が主義

んにfj われ始ぬた時溺であったο 当時ζのような問題;ζ対して， 2 つの相反する仮説1;1行われていた。

その 1 つは，わがと惑の林組は一般に養分 fC之しいので，施胞によっていちじる

できるであろうとしていた。 ζ のような見解にしたがえばp 当然施胞によってスドの良好な成長が期待ーて、

フ。ロット

す誌ble 2. スギ幼齢

'1、h忠 growth of 

1ヲ67年 3 月

j悩lEieigtlt;白J

440 I 62 
39i48 

270 
38/46 2 1.0~3己026~d49

(1∞) j (100) 

Plot 

A 

じ

D 

Mar. 1ヲ67

70'~1 ヲG

(233) 

80 
40〆"'-'1/0

(133) 

130 
70----1 ヲ0

(217) 

60 
20戸....， 100

(100) 

主主) 成立木本数，.....測定本;数/総裁本数。 樹高……cm， 総書5笈後…"'mmo

カッコ内の数字l22巴主主指数・…脆，~i'l/無施肥〈対〉
R剖narks) No. of trees. ・ ..No. at measure品/no. at planted. Height日 '''Cln ， D.B.H."… mr札

Figure in pare立thesis i8 fertilizer efficiel1cy index……Fertilizedjunfertilized (%). 



総iftdt!;二ぎにおける M 泌Hill iJt\\;t.J;塁走〈弟 4 'iiD (ふれE 奇心;;ω 3 -

'i3" ，-;)どとになる γ、;たろうっき孝之:切らの ヅ<FJmの tìfL'V:!:-. f, Fソノレにおける jJ ::1 ~?ツ幼 fí雨林の施!日正d

ちょな泌ü!ê効来は，気IÎiJm1iJ)子tll灸ではあったが芳 このような安裟付けるささやかな資料安tA1HH~ 寸る~)

のといえよう。

とこれに対じて，杭 -1cω成長iま :1二段 djのき警分の供給力によるだけでは frS く も!ÉEfUJ

る衛力なしQ 子そ構成す】之" 1日たが J ~C"1 抗戦13) で述べたように， 3Jll'γ町、j性二日のきわめて不良なitØ.

'I?t:. ポドソや/~ノにおいては， このi:J，が号室政j 子となるために?幼齢時はともかく，ある tEEミのふ!鈴ゅ成

jほ長~. ~C.{\立した争えはまノ;包1ド:， K~ j'、/と!ifな Ji~~EミHiJi]j千告し j尋ないであろうとする}Ltf もあコた。

A 況はとのl\{こ文r:r之島今;えい与えるたぬピフ よび以後 2"ドど ;乙施議会出)\"，レつゥ主主~3t して

jιl!In，が行われでいる ιl jf;辺の論わが におけるス今、;}J齢社、における ニ?かなり

;1崎大ぐい忠われるが，川&耳、に立 j して;〉分不j主任f ト: ~3"るおそれがな Iバょっ iC とじっラ WeJ:む!とぶって行われてい

る乞のである。

Aìぇ ける c 0) i [jJil11 r ドω ス j[身議後の 4 予防Hと沈べるとき;/1、低下してい売が， (i"般的iと

きわめてゑ日子ほミミを持続しごい土 l~ l，"\えぶう" TIm、夜成長は年々低ドレてし，たカら このぷlまょg~(tri長[土主

の潟大の影響iとよ !--_ ;'、ず/ご I^<'
Qυ:/_ノ~~ ~ο いかと考えられる G しかし， ;ま iま一一 XI~であっ fこ。

10年fiijの成長そ純Uêlパと弘、ると，らj 2.3 jふ �HJfr(:i 2切 6 {却と日'0 し 9 ;C.?，んずるもの

と殺だされたの1.0 "rÌêl:で十五 8.1 m，政f:F r:3cm，蓄積約 160m3jha (いう成長lふスメヲ幼紛林の会わめ

て後ムミなJ 本分の!!立J;((ζ 本11 :?íするといえよう、l

つ者[らは

、一。一 γ可;)匂 ι 、ヘ→下史
\，主 l' 1-> ffd (C /~~〆 h 品込仙ゆ

iてついて p 必ずしも

O)[Z諸J引立 fi'Yナじ dぞっと きあ/) f:jl J;:Jt cD説的電

るオ本分去、しばしばた第三しずといるカろである〈

;千ミ CD 成 長

C }a�onica stands 

ムおしを持っているわけぞはないα なぜなら

る、たりどC(，ふ とれが摂系のお速長問答 L ，

レ fこ後iz，以後の成長がいちじるしぐ低下してい

u 円

守..-，~υ

(1.00) 
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丁目 A

Fig.lザ 樹高， 腕 r:ù泣筏， t句 i泊所市積合計およ

The progress of height, D.B.H., total basal area and 
stand density ratio. 



:沼E草地方における林域旅限式数 (11i~ 4 殺) (('JfI8 .衣~~'.'f.) _.... ~ 

町、r

Ltこ iyl っ守ても る 2 つの綴反する見奴!と対百る角平等iーしなお Lì" 4:長、じっ経過そ持よ:1j: Vj' 

ればならないであろうの

次iと折、地:ifili fJBの効果;ヶ::>いと p 次のよう 1J !lU題点が民主:おれてし s る c

|邸主役ないLlま:幼数時江川!lliJj3(;):，絞系の発J主を促滋しー養分の段4Y i!r[\íÆが拡大するために} ::Jif労相以以It\:

のが;大をもたらし9 その後i副知、二ねた(て成長 lど好縦糸〆(_'::与えるとの J~4Wfl1)があ忍。さらに3 その結果材、

オての養分数収 .~ß.~"まいちじ しく t?:JL、し} .tt主犯木 Ltl常総'j~:木と比べると〉一部のよ主分 iごついてはs 流nt::盤以

とに多:怠の?定分〆ど吸収 L 三いるとの十長公も ltられる ο

ζ 才'Uとj.~1L~C ， :幼総 :1寺lD)]Múfυ手設の終;包とともこうす才Lて会あ 2:) ると jl{~>>Íl1 )JIJJ，沫と (.0

られなく fよるとのむ Ji! ら才L る日

潟、:どは乙れらの相反する 3jl， ~ii'!と対!ノて， 民段階℃は批判J 主 ct，(ずにい。しかし〉殺jB:T'(;t林泌総犯の波及

の努JjþfjO) 見解?とは災fより，紛れ、については，11\尽を必!i}fi と 'f るよi~JM1が抜くなっているように弘;i"コれる。

上玉&f らはこれらのH-.ij おK 関淡 で，成長i互のノトさい治ぷi[1後から織JIBそJγ う方が1fT効か，年間成長

設が[101大したお!U記 I 〆 n 五、か ゴヲjß右7Í) !P ， 仏のJ瓦についての主fJ!iもそ符るこ l二そ計ií;ii l ノ fこ ο い

ずれにせよ， とれらの問滋は}jú~JE::， W}} jtrj および総H!3ゑと， !]巴効およびその後の年数の総込に J もなっ変化に

ついての知えがでt.H;fな総となろう。

13 およびC院はと才しらの ìi::r ネ+~'i1j.，ろたふうにj佐 L々されている。 liìU〆f，sl& 8 今ニEì (l9G8 'f、浮) ~.こ 1Jmíjl:~ したちは

では，以後 4:q三与::.'終ム与 した 196'(斗~kf~'こは，技J ，\ijおよび店長はかなりのne効ぞ示してマλたが， 6 &f::を経

j必 LJfこ 1ヲ69';:ドイト((:;;1， i'<h ，Wもおよび庇筏成長士銀施íJ!':[ベと巡が凡られれ月[\究iJ(立 y~{j久;したと名'えられた。

しかし予郎防:こ行われた追肥?と J って‘ 1970(r，:fJ~;'ζ は tt~~ !;Gjおよびülli平成長はいちじるしく増大いいずれ

ち Al去の樹おおよび直後成長より;えさかった。以上のf

えき切であれば。 ';c.tt{乙5IH仏、する ;It;効 1)支持られ こ 2 み /j立すもむといえよう。

総裁時1l{~H氾íit5 年 13 の 1965&凶手iと治íJi見 fj ーた C [2:では，以後 6 主['.ろ?絞i&.l ノ/こ 1970;干玖;こおいとも， :Jtl 

l自iおよび:廷Ii-号、成長 iヰムおよび Blメによじべるとおとるが、かなりのilif交}J~i::t-tÎ"織していた o C 況のt;!:I;i;i;; II!} 0)犯

効i立， )ÎÍj桜引でノJミしたように 4 壬i三%、 iζは後託児 iえでは悩)1.(し， ;fJiTrらでわずかにt認められたにおさなか

っ?こ- Q 

以! の B および正と.-r)げる(í施)j[J'，の効の持続;OH犯の初送iふ i(tlL肥後および~~UjlJ LW数())中日ュ之などのい

ろいろな広H:'O)~バギが考えられるが〉 このl~CT) 5'ザr)]ばノト1Í7:の主主;治の捻干ヲを f!jf，こなければtマらないでおろ

/。

ふ 土 壌 ぬ 議f イヒ

rì1EI品紛の伐採および~Øf;ti.ä{c よコて~ ~lfむか主犯にl::って，こjニ主棄の諸↑士土?の変化が子XU/; íìTiこので， 草1

~i、を、 81 らかにするために， 10年後(/) 1970年秋!こ次のよ勺了記 tをおっ fこ l、

すなわち，各区ごとに斜Úil fご沿っ》亡i...'中， ト.~ t~iij t.ζ それぞれ 2 f[!;] ずつ， ~;'r 6 1[:5l 0) IiA::fL;-~t:設け3 撮れ釘Jf三徳

の変および試料の採取を行ヮ f二 ο

野外における観察給燥で iふ各!玄ど，二干し点のぽ:主みはほぼ(:~J…でおったが9 この})，，~土手 1 Lú1 J毛がき

わめて緩いた!{，([寸 斜沼地元;の影響そ反映するに 4てらなかったためであろう。 4究、;三本 *fJ :rL ;こ比絞ずる

と} AI} 終ーとどにH.-(とけんらよな11j渓が認められた c L t立名区;いずれも )';L さ 2CD1予 F(ま A [x. iま r~[ さ
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1/(1~2)cm， f也iまいずも 2cm でlJYdりような祁途は見られなかった o miAIR!立 j立さ 5!C夕、'6)cm， Bl玄

は10/(9~'1O)cm， C 区は1O!(9"" 12) cm，ひ:別立 13/ (1O~'16)cmで， ji色iJ巴 rtil数および施1]巴i設の多いほど日

j議の厚:;ðの減少が認められた。

鉱1it二二)認では， lìíJ1汲むの Prof. 1 および 2 とほとんど変化死去示さず， j-\盟における滅状の熔!ù部および

B1 fとおける R20Z の集積が明りように認められた。

各区どと!と 6 i翻の試料そ会して分析に供した。分析刀、法はCおよびN はじ -N コ作〆"をよ恐い， Co E.C ‘ 

および綴換性惚主主のだ差是は PEJICH 法をJijい?とがg その{協は前線S) と同様で怠った。

Table3 tと示すとおりであった。

況については次のような諸点が認められた。

々般的lと設定時と i乞ぺると~ C , N' , î宣投性 Ca および Mg 会:百本，および pH の低 iぐが見られた o C 

れらの変化は p況を除いてAIRの場合はきわめてけんちょでおったが，他の[廷では比車交的小 2きかっ t，: *10 

各区相互に比べると， A区iとおける CおよびN含有滋， C.E.C 銅器 tR\:換性 Ca および Mg~を有率がいち

じるしいイ低下そ示し， C-NJ;!~はとくにいちじるしいものマさはないが，問機に低下をノT":: じていたととは3

1!L'i JJBWI数および肱1]1::\.設が他の IRよりいちじるしく多いことの影響によるものではないかと考えられるつ

B ， C およびDI乏については，殺胞愛の多い BI刈立 C-....N比， (î霊 j主主性 Ca 含有率および[肖飽和I立が多少

の低ドを示していた。

J之tとのように， H~警における P定機物の分解鋭機化と騒慈の消火は然施肥[ズにおいてち認めちれるのでp

皆{たおよび新1立にともなう つでも允らされたものと考えられたがp 関於Hζ :Lrill胞によ

っていちじるしく助長されると縫定された。

鉱笈ゴ:j穫については，設定D寺 iと比べると金rilf: (:(Uc各区しもずれも p況の低下が認められJた。各区 j目立にぬ

A 

Tヨ

C 

lコ

ずabl思 3。土壌の化学的性会生

The ch忠mlcal prop日rti関心f soil 

(乾物~ : On dry matter basis) 

pH 
(HgO) 

法) C.E.C" 遣ïJ#，性む2 および Mgl土 m.e.(1ûOg マ?司、 tノた。
Remarks) C.E，CηExch. Ca alld Mg ate shown 1n m.e.!100g soiL 

C and N 官ere d捻termined 1.Jy CνN corder 1lnd C.E，Cリ exch. Ca 1lnd Mg w釘e d.etennined by 
PEECE me1hod. 

*1 t詰 1 i(j)とは分1fT刀法がEえなるが C.-N コーダーによる Cおよび伐 の主主筆債はずYURIN' li:.お kび KJELDA!弘

法と近{ù的な{I!tiを1Kす6}c Üま検性lfi.{ iit~立筑 波Cl ;;差出 j支の場合はs 空事者らの経験では一般に PEEC辺法より多少低

い織を示す。



一守一1'*1部地方 iとおける林地泌)12試免 (îi~ 4 縦) (;\ijl ヨ~ i<:1~:) 

C}Mgの?7有本およ tF的治1)主 i士 II)ITJo引必 f:子 18J絞?と絡ÄëHとよっよと::31 奇心 îfÆ.+t~tt Ca お干支せると， A2 

ど低下そをおい )flUj2回数お J二び線!と;訟の多いほど低下の滋;交付、大きか?につしかし~ l.f吋の守も》コr

奈がift換性議去に F之[ノド?燃えE こつで3 各!玄官iilll土庁，ずかで、あっ 7uこ心

いる。話tF.1 J (，正均配3弘法!の ~lイ却におよ:ざす影響について~ ~~}] ilk~{f :，H~ (/)場合 lと ~~t次のような結!.kが税引fされ

立た C/N Jl，C')減少，換性 C乱によって土壊の絞IV1:;(.t)低 l 窓換性 Ca 会合ヘギの然大号ペスギ析について 2

学校の~:(ご:子そアカマ ，'1*宇 !C でJ いで認めている。;【主本らねば i、ドマツ林におし、ァコ泡IJtH 林一 i二

ノトスLにおし sて液こぶ Cj 羽上己必'1>， pH のに!大p ，仁日，会~，~.~tfニの :L~fJ.:;;r:" 生!糸口、は

会議泌ている。

ミの Ef 》

よ C/N 比がわずかに減少長沢 iノζ れにだしても~うケード G的10) i土ブj ラマツ}}，、の JJiE!it3Vfで'Lし

^>ド約-'~) c 、て?" ;) ....' 役務ら引はんど(~~イちが Y2 られないこ J 苓守主告しプし:ま

んど彩裂がみられ了J:V"!)~1潟胞のわがと f史去す影?私立そがれ >0れ守二淡ごとに Jになり p 犯とくなゴー渓ではほ

を切ら虫、Mι カミ精子よ"るとよ総よく皮低いiq;;也ほどけんらょに彩務会.&1まいと L.".a

lとしてし、る〉

とえßO>rÆ~ な:森林2若者らの試験j出l立ー般には人γ 遊休めが主、とはでrえられないミドゾルでよ、るから守

Lおよび染色土談会対象と ~jf::. 務例とは J ~:。短足立focfþ ;bJi, ' ~t; ， じるしく夕、i なる、したがって p 施 i!!:;の!擦に及

n:す影ヰその異なるのも当然であろう c

イヒ5ちの下 j欝;) 

いfて。，>、 ~yl
，，"ノ

てし、 i~_ (} 

すなオJ ち， J!!l脆之 (D 2:) マ l土 XfJ 1111;こ :rr す

はでは吋サは~;-'5;'わめと:])'f.r <"そしi) コ l\Eホヲも少な，小ぐたがp とくに i\L>(;、は

設定後10" 三そ緩巡 L た会長〈んのド!日村ù~t. ~;し;う.;のように切りような椴 ;AF{ï::5J三

ササによってこト術的

CI;G七

比べるとサザおよび日五千:J\i(の減~J) :ÌJ' けんちあであヮ/ょっ

試験滅。〉設定!.!日れまち !Xいずれもえとレてヲザ s そのノ小:および :~~I本燃のどがJ工げしら

lこして ‘ 下メ1J ~)会行〉 fこ。その伎は路ぷはス干の良好なによってちう vコ/勺

し、 ìてど;片山訟の減少をも?こらしだっ

潟三こなっている各区いずれも 4 年後~C l二/キえし允ためにq スギ 2.4/1 ‘ 5 Hl 750 ノド /11a)

。況ではさ、だfA今bトのi人 flsJli: .，iit してい •• t:::C.D {乙)i'jして， B :j辺 L Ciズゼはうコペい状態収~.j.!ンづ会， !\ix'-('、えJ人

って iま lまうっぺい4犬 Íi~，~~ ~(:ェ :~i ゆとい/，こ c

分析による円
相r

設定後1Of]工会経7殺した 19'均年11月 ~C~ 主i メ、いずれも/三十削丸太の]公立ω 支えよ::.J;R:以しが

与

ム-;コ ι 岱

〆 者、 rrJ{， "， μ んしたJ叉 ILi渋 1 タょう'í)) 、そ H二!.: � 1.て汁分析方法はじおよしSN はじ♂ N コ

分析結忍Lt '}、.a 1:点、 4;ζ 5"íえずとおりであった 3

, 
哨~'"B 良好な以士三ノよγ'l\したよL およ26宇治の 1969iFXμ<;ßJll2そ;丁って p 最 2 か千ド引にもヮ

う lご ifiノ、が3おめられた o CIX で."，"''n" ","'ll L1 

CI乏で(.:l 6 :i五前 σJ

およびDI乏にi七べる c::~ 1i じよ~ l:1:.:.1のお p および}Z {i~~l~t{.~t. iJ"jり

てし、た。 ζ 、:~~I'立言Í} j:&;.B) の J: うに.，Pおよび五濃度0)j111六をかζiiつべると N，
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1冶b1e 4。針葉の組;皮

Th巴 chemical compos咜iol1 of 訪問dles

P NjCa 

(!毛emarks) C and. N were determined by ﾇ.N corder. 

5, 2 

~~o 9 

4.8 

3. 。

P, K. Ca and Mg were determined by at�ic absorpti()!1 method after wet ashing with 
HCIOrHN03一一日ぉS04 mixture. 

1965:{ドおに行ったよßJ日の N::効が持続していたことと列 (J .J.つな j紅率性をぷe ずように料、われた。

:3.1 

2.7 

L6 

0.8 

立~J の給 5誌は，スギ以タ;の主要法手本格i認も含めて J lifi~Uj巴試験ないし土壌条件および成長の 11ヰ fよる称分iζ

おいて，業のN ヲ P およびK濃度lと勺いて，主主恨の場合にはおよ《笈は希釈f'F滑によって根治犯区と相違が

切らかでないか3 または減少合る場 Pi'も認められてい rらが， 般に恥I1引、:よ心成長の増加またはザ i 壌条イf..l:

の相iさによる ともなってラ禁中の N ， P およびK濃度がf科大するととが認められている。

これらの};~~む怨者らはいままでの施肥川忠文芸ト引において切らかにしてきたがp 今i叶!も向後であった。ま

-h. 
/'_ j とれらの問HJlについて“のし 3 ままでの内外の;長告については‘すでに第 1 "'.' ~{線2J叫において論じた

ので?今Wlt立!1(複はさけた。

をi弘之のCa譲渡は A および万くCくD 況の政 iと成長;設のんきいほど減少を示し， N , P およびK主義Hf..とは

反対しつ傑[白]~ごぷ LノマJ いた。 Mg 濃i支は Þ"_y ちおよび Clxゐはいずれも等しく， D 区より増大役示していた

カ-1 ， JJえJをとの関子t. t-~'十 lま1'1 らかではだかった。

スギ(})主 I.:m;の Ca および Mgi?UJむごついて lふ施肥および成jえおAの増大 lこともなって低下ぞ示す場合が

少なくないが，と p およびK波茂の場合ほどDJlりょうではない乙とをすでに第 1 2)

および 2 $iJ~o において指摘したの今回のivjJ誌も同様であったが?ごの引い:についてはなおぺ、後の検討を符

おたい ο

今回のス寸:針~%しの主主分l七については，心!N および N/P 比;ま Aおよび 13 く Cぐ D 区OJliiL'l ~ζ 低く， NjCa 

jbはおく/ A.く Cくひ!玄のこ{[~しいずれも成長Zえの:l1";ノUごともなって減少や示したが， N/K および

KiP .11:.(主主在日巴および成長とは関迫性がMられなか「た。

F 
( , j示、 わ り

1) ζ の続出イま ì~'}j聖子 rJj!Sj有林におけ'るスキ幼齢tt1JtUji"~試験的の設定後 5 '~10 年間(1965 年づか'，..1970 年

秋) cJ)結i久平;-::'~~f~r Lたものでるる。

A (!れ if::t 包iJl'l，)区はきわめて L..J Îに 131おま 3 よ了日容に fj った施犯の効果は 6 年後一

にじ、消火したがp 日utí';Cii った ili胞によペてふたたび良好な成廷を[r iij乏した。設定的iζ総肥した CI;まに対

ずる 5 年包イドコ i訓己lLE巴効[1: L だいに低下したが己主!:後もなおj]巴効の持続が認められたり

3) 設定後10&ト慌におけると壊の変化;.{f:検討するために， 10年後!こ折、攻 lJ71ゴU:*，}の分祈念行っ

j泡況の影饗は隔年胞JJE~ト行った A[えにおいて p 日照における有機物の分解燥機イとと tÊ1~主主の消失がけんち k
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c く DI;<(心事 lf ガおよび低木ゾんらょに減少な〆、!パゾ

d刻、乱u)~~; �) it~.~六上るものご去、ろう

との点!.{土ろっ

10 々"， F守分析どtrEp fftJ 三誌の三(.c もな で三iヅrの子， p よツKι がめらオバこ

ふ:タ Ca !〆， J'v1g んり!らかち

i立 3 立?よ ry .t<Jジ

守:; J:j< .;, t::.. " 

一一見 占 λ ，. .一- り，絵j ヰペヨよ
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し
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3) !ム I よく ~3.~ I~~" WJ (.r(引'1，1，)).\， H. :md E.1N! 似~ìA.，乙〉 ;;J1貯、;千 :fC( η らスキ二 ヒノキ幼林

泳三百試験主主与におけ乙林路事!日点検(郊 i ;, A study :((:;rij.lization 01 予'ou，ng lUl'x.ed 

forest of C守 jaþonica and C. obt%sa .in M:t. K�a :t、rational :F'oresL CStud .ics りn forest fert劦i;-;atbn 

in }立札口総 i l\ 1'e品 (Part 1):1令 íjJ, Ibíd. , 1ヲ 1 ， lI5 ,., L l6, (1966) 

4) Ibid. :ス守総休初主出 てンガ注目イヰ) 2 +ti) ヲ /¥.. ,;1.\1(]\ 

。n fertílhatk口 Of'~ :vonn.怒(:， αþonic{}; in lVl乱ngatani Natioual Forest (Jbid ぜ Part 2) , jDj 1 わ ido)

216ヲ 75ハ，97ラ

n l'川山!口以〈江じ.，‘ {υbえ1cL屯 : )口、込志涼託1、，立{十在: ケ }ι店以必;口:.~、円 η'j'作い下こ 古がで ;υ1 λ μ， iμ♂ ι ツ 了円づいメ人刈、泌;点ジト渇ぷふ絞iJ志λ、)ヲ 訂令 /\.β〉什i 以iむ} にい}ηi

?会er討tî幻]1詠.zてE幻tはtI(j仁臼J1口1 むυf y。日 n.g 1:'>' '[</ntnbcr}:(J,:i foresィ in Ul 泌がh"ra N〆よじり:n al ト、on:'市t � J l Hj roshi Dlr 

Pγefccture， (Ibid ぞ Fnxt 3)} iι ， Ibhi , つ19. 121 , 1日仏 (1 ヲ(9)

の Pfffl ~ム e 三官I!ゴ校:十何~/.分析伐につ、バて心)ヤコ、心災と検討安

32~ (1970) 

十与、 j ネ îLJE, Xll, 1, :W ず叫

7) )~~本j五士ノi二平Ys.TJinNZ " J削;ミリ;主:議仏、j包成政守

21'7; 7S~~ぺ 1，;"位以;S)

トドマツ料、りと、:分以状 1孔討のり
うノj ぺ可 林氏iih

詰め) ぜ佐γE怒孫己誘; 佼 . ，山JI8谷手)j副べ、 ;貝と立〉 ヒ芝生j;え川、干支

Y汁lz0え幼U釘鈴3lγバ1;1.丸ψ心つ;主ιリ↑】1えぷと iとつし、γ♂寸じ》 日 I 167, 93" 190, (19f;i) 

n) 竹 F おも引\ '源 : >{jj.:;官;吹:片と ~Wl ずる(主

;ふ 198~， 199， (1 9広 1) ~ ( 6 )学日 iJ \'.?)~ 

10) f:lι子:γ ょ‘ 'j!tj :\'，:匂 ;L ( 9)~ ム1

7、 1ぎ F彩主'b\ "7Sr:Ul n ゴ')台7へ 299> (196'1) 

11) 議DJ :わがい~.J二三どf状おれ湿の栄養点、 [.[1γ 
、p

tν 

( 1) , '!lL'i γ「日日

吋，、

ィ:コ

1 "Ei8, 
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Studiεg 011 Fertilizatlon 01 Y昨日l1g' Cryptomeri政 jUjJonica :Fm:昔話t

in Th主LK品ya N a tional 1" 自.rest ('l'he 5eco宮Ida:ry P:rogre自s Reporl) 

(5t混die自 ou Fo:rest Fertîliz品ti.Ol1 il1 Kal1sai Ar母a (Pm:t め]

Hiroshi KAV凡DA(1) and Tac1ashi KrNUGASA (剖

;:'1JYnrnar-y' 

L Tnt:rodud.km 

This paper d号als w咜h the progr吃SS ()11 the fertiHzer tdals 01: young Cry�lrmwria jaþo持ica

(Sugi) :forest ln ML K�a National Forest during 6 告はじむ忠告sîve years, 1\1ar , 19G5-.Noγ. 19'10. 

Th罇 forest was estab!ish己d by one of the authors) }王l]\TGASιin Apr. 1961. 1'h巴

results during the firsl " ye呂1'8 \veτ記 described 匤 Part 1 3) 向 "I'his e:){P凸，imental forest w且s a 

mixed forest of C. JafJ(mica and Chama引1妙。ris obt脱出 (Hinoki) at th巴 start，呂nd it wasdesiszled 

ior short-term fertiJizer tri昌18. At the end of the 4th ye3x，孔tIar. 19自5 ， the C. uhtusa stanc1s vvere 

going 1.0 be ove1'dr品wn by the C ‘ jaþonica st丘nds， planted in altern旦te lines , 1、he very exc記IIεnt

growth of I:h忠 latter was beyond predictiol1 <).t th記 4コ記ginning of the trials. l'、h己 autho1's

th記 design 1:0 long..term tri託1司 alld fell.ecl the く二 obtusa st立nds an.d proc己記ded with 1:he fertilizer 

trials OT! the C弔 jα点。nica stands. 

2, F母rtiHzation

The dates of fertilization and t11己 amounts of ﾍertiEzer giγ問 in t.his terrn w日r忠告hown 絜 

'1、ab1己1.

3。つt:'be g:wwth of C Japonie甜詰tami出

Th色 growing pγoce.ss of yむ也ng C吻 ;'aþoniCDJ si 社nd3 duriねg th記 6thへ 10th year \干as 8ho\九!.tlιin

Tabl日 2 aτ1d Fig. 1. 

1'h巴 sni1 01' th﨎 exp巴ri111011ta1 forest belongs to the '1/巴t podzolised soi� (humus typ日). The 

growth of stands in the unfertiliz(ぅd plot (Plot D) was vεry pOO1' aγld 11 uecre2 主 ed remarkahly 

i口 thì8 t巴rm in comparison ¥vith tl日1 し d.uring thr子 fiz 討t. 4 Y役目:rs官 11: 'iY2-S gOﾎng on to rea.l坥e the 

forecast at th日 8ta1'1 th己t tbe noγrnal gTowth 01 stand:s could 1l0t be expectable as descdbed 

in Part 18). 

'1'h巴 titηe when th1s 巴xperimental fo1'est was est乱blished was th巴 εarly days of fore正式 rerｭ

tilh:ation in t1118 country. 

'J、he foresten1 we1'e directing thcir interest. on forest ferti1ì zatioll 宅 and] ロ anv fe::tlliz記rtri旦18

W己r思 gOﾍng Oll, The iol1owing opposi1告 opi 江io孔s -w己Ye expγe-s考記d 匤 I:ho日e days. The domlnant 

ono among th忠 t巴nilizatíon scìentîsts, was 上11品t the f(xrest 80118 in th﨎 country '0/忠re usually 

[nsu:ff1d日nt .in nl1trients [01' the fore百七 stand九品口d thar effectlve lncre若ise むf the grow工h of 

stands could be 己xpe己ted by the fertiliiation. The oth忠r ¥de¥v .hぷ d by the ior忠告1: soil scientist.s~ 

was t11丘t the growth of foresi: stands would be af:fect伐1 by nor only the nutrieロ t supplî記s of 

Received Octob合r 'Î、 1971

(1) (2) Kansai Branch Station. 
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1
A
 

fores1: SOn~\ but a L:::(} hSア thdx phy古ii~a.l cOD，d ï. t l.o行日日nd oth(うψ[;ょにtぐ}r~:; ， ACCOI・din;;; to the first 

opinìmし the exce_1 hでn i: grD\vJ、 り f C、 jaþonùx~ 出土an/b could f沢民七 xpectable ev日n 口II t110 podzcl仏

'.rh合 la.rg色 f母rtDiza t.ù)u effcct on yOHI1F_S' la:rd.1 star�.ds o:n ¥:9'et p-:::dzo1 tyy o:n.c of the authoτS~D 

tends t合 sUj)j)ort th﨎 opìnJon , 

}了{むもすevf:.~，了、 tho allther;, freqllεfttlγ ob�rvo鐔 thc hlb¥vi!lf{ facts that the good growth (}f 

stands dUr1-n.g; theirγou、 1奈 γ日託1'3 ce;;, sed 山口 and a:ft(~r rc:ach,î.ng certain (:1gCS on t11e 円oüs 'with 

vc:ry- cornむ3，d， 10\人イ二r h，ori i:~Í)ごd i i a c日naln dcpth , The 仁h台、 of !，h仁 developβ1CJJt o:f :r�ts 

thnmgh t11o"臼 11ひ rizo:ns h:u)u 立 ht the (れ、c:te.<J，se~J of 1:he of SÜUlピ if' ， 'Th，，，ちJ. irúT月 fac t-s Vi7ere 

freque白土ly nbservcd by ot.h記:fGH'GI: ó)， :dl 仁 len.土日辻、.;， to円、 A.('-cord1D_V t.o the ~司う C'( )i.ì. Ci， り plnio 註， the 

fertil菶ut]on e士fect百 conld be u.nexp亡、むlb1e. o.n <:{，n.è1.品ftむr ccrtain むさ忠告 01' :<ands tlJ/)s仔 告oHsヨ

むVCl1 i:f add:羡:iDIU!J fe1廿 Uz::::j.}uo. ¥ve:re conti.r:nれてi 命

Additioぉ a.1 千台 .e.very'" other れ th己 a:l:1 0 1.-Ul工G of the fert.1 1iz民:r~ 'vv-c:ce 

cont匤ned in Plot A t り どよu 吉明/er th t:', ;).bov(;:.-rne:ndcncd qu日stio柱。 γhe anlO1.InL� 鸙 fcふri:i1.Lwr and 

the h:equPJJd仏、) ()f feγt Il :iZE1.'; {� r:n乳y b日 n:l.Ì，hcr :n cowtpaTi点。n ¥vith thOSEぅ CUSt01TI<lti1s'

g:1ven 1:0 th巴巴ar:c.e a0"cd V011nη{ぺ !a 'Ö r 問 u:a 託!Jds �.n th罇 cO'Lj, ntrv. In the auth0!'話。 oDiniúl1， no <:"> ......0 、〕、内ゾ‘

111�icnt defic.lcflCY ¥v'olJld occロy :�.n 'r~Jot l\ ア the <)6む託tf:: (}弓dìtknal l'とでtiEz<:~士ion~~ 陶

'I'he v:'owth of ci:andG in Plot !¥ durh'R thiぉ tゼrrn ex:ce1Jent. a.nd ~sati~;f乱ctorア。 though

it sornevlhat deζγと出d con1p:::，γ' ÌJ.1g V，ì勺 b thaL d.uring thc fi:rst '* ;./cars deちc rJ bcd � 2w:t L Thc 

gradual decre丘Stう日 {)f I). I主 FL .i工1. every 0工her ycar on after the 6th γ日ar ち_1 =t}" be どxplained

by t11e cffec�; of the. rapld incrビase円。f sb:::nd dρnsityγH.tio 羽詰弓干1ィ:山'n i.n Fìg , I 、 'Chei.r Increascs 

of a� t otal b足当乳! 日τ印乳 0.1" ever:;;r (A:h日r year ¥vere nearly CUTJstanL '~_rl!日 he.i 号~ht; n Iミ， Ho
刃nd volul11合むf ちlaüds in P�t A wけ:~~， 3 t.LDJ e弘 2 ， 6 ti r.nes 札口d れわりl;.t 1 日ti.m日S 1n cOH1Darison 

vdth those 1n 1'10工 D (wrfertilized)，町、'.r、he ~)_\re:rage gr(J\~7th of ~:;ta.Dd.s in. Plot !\_, 

10-γ えふ 8. ]. rη in hoﾌl?:ht. 13 C111 in D，沼，日母 and about 160 なlß /hr~ i_u すüIl1f:nf' \'Ç'GLS ぞうり UIV正\1o，n1'

to tho very exceUent gmwth 山市} of yOll彅 (人 jaþonic点 stands. lIo\v t'-ver, t1:i 2μuthOfS \VfTf~ 

not ()ptlmìsdc、 about their ful日 re gro\;rth~ a吉 the y日 conlpact 品n6 phγ"ic;;l1 v ](,fe l'Íor low己 r

horizon of t1113 experlfn民れ al fonち;1: so:�l れ:Tay E1J.ppl'CSS t11むir 京ro\vtho

The ncx工 questlon nl1 for的t fcxtE.h:at.ion \vas ち folLn~尺:

1n thc 記的、hγd2)，YS of forcst fertíliz江tlon 1n thb country i.t vms 鈎id tha1. the fertil坥atlol1 

at the 1Jlantat1on or 'iOUlli;ご ages stLnubted t11e dcvεlopmeni ()f 1:110 roob, and the lncroas記sof

th巴 nutxlent alユらむ工、biD.g- Y;:iJJ.ge日 i.n the soH incr軋sed 1:h記 gro'¥v.th of stand::.:; for a long tC!'I:n 、

30m日 1'orくみと3te:r8~ a;.戸in sl: thi~; 口 i(泊予 8a冝 th日子 t11e :Eertilize:c cffects f).{1 you.:ng star~ðs decreased 

明治r after ye2f1 Lnd、 thal: thεdiff己れ'.1l ce~; ()f .h2ig hi and Ü 話、 H， betw正'0n 1:he fer1:匀lzed and 

unfertiUzed stands were 、.10t observed on and 託土 rC().chi.np: ce.rtai.n 担誌白0_

Be that a~~ 11: rn8~7; lhe reCL'nt g巴行計ra.l ophdon that s�ne addi.ti.on乳.1 fとri:íEzd，ions w'ould bε 

neceSi引rry :'0 Jx.cep the i とれ Hizer ef:f:jciency vn the ヘ.;n\hzcd sta i1d弓 is ~とむing t.o be donü工品目仁

Thc an1:1101'8 vlisl:tt,d 1:0 g丘t 11)fo-:刀法λi口n 岳、~ t廿 ¥vhlc.h trc:a.trnent ¥vas the lnore cffectiveo> , 

i:he ferUlizatlo11 at the pl乳ntation ¥vben thc'. anx:ru乳1 \!t日<，，;<'/1:.11 \\1礼3 日rn，an~ or at 託 f記v，;r ye註1'8 la工cr

aft灯 plantation whe1J the growth 1ncreased, すhc data O!l the 子宮ftilizatî.on 日fÍ母cts atfected hy 

the dl校日nぅnces t)f the aJ~e む f '寸a:ndG and tlk El1l0n口 ()f fç.辻、tHizer ¥vot棈 b♂r:l S行 ful in s円lving

these rn、obl記rns ， Plot B and C w告で己 cOl1tinu日d f()J:ぜ th忠3C {)口jectivじよ

。11 Plot Jヨ f己rtilizcd th忠 or the th1γd S'f:::a:r) 1963 , t}1e íぽャilízer effccts 

011 hcis;ht and 1), R 1え gro\-\rth of st旦nds \\Tere 詰tlll obscrved 8t 1 years late'; , 1V1aL 1967, and 1t 

C色ased at G y巴ars .late乙九，TaL 196な ]'11白土'ecovery of thdrγigorell号 he í.ght and D, R H , 
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by the 札<1<1itiona1 f色rt.ì1ízaüon 丘t t11at ti111e was observed a工 two Y問rs 1at告r ， Nov. 1970. 

0ロ Plot C, the fair eff巴ct 011 height and D. B, R 怒rowtb by th8 second ferti1ization a1: 

1:11日 b日glnning of 1:h己目th year, M乱r. 1965, was stil1 recognized at 6 ye;孔rs 1乱ter ， Noy. 1ヲ70. Th記

記ff巴ct of t11e first ferti1izatiorl at th8 plan工呂 tion was slightly observed only 011 the height 

growth at 4 years later, 1判ar. 1965, ヨ:118 long忠r 111乱111t告白auc号 of i:he addition.al feτtiliza t�011 

巴ffect 111 Plot C than t11丘t i11 Plot}:; and the first fertili.zation in Plot C may have jコ記en hr例Jght

乱bout by 1:h日 incrεases of t11e aIrlOllnt of f記rtiHzer given, or by t11己 fertilîz乱tion fr邑quency掴

4. Tb.阜 ch晶ng岩田時i the soil by fe:rtilizatiml 

The authors 問旬以ish記d 6 profiles 1n every plot to exaτnine the chang己S of soi! by 

fertilizatlon. 

Remarkable changes w恐T巴 obsenルd ln the thickness of H 1ay巴1'. Th日 thickness of L and 

F layers in ev巴吋 plot was about 1~j2 cm and no cleal" diff巴rence was observed. Tb忠 thkkn色ss

of H 1ayεr lncreased in th巴 i・ol1owing order ,U) cm 1n Plot A, (少、~lÛ)cm 絜 Plot ゑ

10((9.--.12)cm in Plot C and 13!(lO."lG) Cl11 in Plot D, 1'he 恥creases 0士 thickness of H layer 

S色町ned to bo prop仁.lrtionaJ to the fr己ql1encies of fex、tili:~ation and. the amounts of fortilizer. 

011 the mineral hor1zons, th日記l.uvial a訂正1 íllmパ心 hoTÌz叩3， 1'1..2 and Bl' were still recognized 

1n 忠very profile, 

Th邑 samples of tho 6 profil日s 1n each pl口t were mixed and an旦lysed

The resnlts wo1'e showl1 �l Table ,l. 

Making a general comparison with H lay台rs ¥n ¥his time alld those at t11e 日st且blishment，

shown ]1'1 Part 13¥ the s�hﾜy decreased C and N cOl1centrations , k州勺r e玄ch. Ca. and Mg 

conc母ntr乱tions and lower pH value of the fonne1' t11乱立 tl泊。ぽ of 1:he latter were obta匤ed. 

守、he foJ1owing d禛ferences were obserγed む日立cerning tho H 1品yer in e"'，/色ry plot in 1:h13 

time. 'The C and N cOl1centn:rtion出a.nd C, E. C. of th日 H layer � 1'10t A Yl日re remarkably 

decreasod in compar�on with those 匤 othor plots. 'fhe 1巴ss 己xch ， Ca 札nd Mg cOI1cent1'ation日

an.d thd1' .rates of satu1'ation of the H Iayer in Plot A than those other plots were observed, 

The diffe1'記l1ce.s 01' C-N ratio were slight 出Jd thos巴 of pH values were ohscure, Th記 lncreases

(lf 仕1記批判uency of fertil坥ation and the amount of fertiUzer 3eem己d to acc日lerate tho decomｭ

posing proccss 01 the org品工l1c matteτand t11記 1OS3 of Ca illld Mg of the H layer in Plo1: A.. 

Sim臼ar tendencies, though they were not 30 clear a.s tho日記 among Plot A and otheτ plots. 

wεr位 。b日記rved amoug the 1王 lay日rs 1n Plot B, C and D. 

A generalιompari3011 with the In1n己ral horizons 匤 thic3 t�e and those at th0 estalコlish

111閃1:， showrl lrl 1'3.1't 1, J:司ε凸y勺ε朗a的l(巴1沿dr紅10 cle巴乱ぽ苫 正di訂ffお巴r伐reI句3比c思 e悶xc思印ptれthむ 1たC

t仕h悶乳n t山110ωS邑 i知日 tぬh恥邑 lゐat伐t巴町γCornpafÍng th告 主nineral horizons of evεry p)ot in thi3 time in d.et乱ll ，

the decroases of exch. Ci concentrat�ns an.d 1:h日i1' rates of sat1.lratioη ì.n 1¥2 a泣d Bj 1101‘lzons 

ln proportion to the increase of th白 freqn岱ncy of :[日rti1iza1:ÍOrl 乱nd th邑札口nüunt of f忠rtmz日r，

slm�ar to the cases ()f H 1aye1's含 were 0わぬined‘ But t1'1記 dîfferonces 註mong Ih位協 Wむre rather 

slíght, 

6. 'l'he ehang，母思 0:1' under拡:rowtl1

すhe fol1owing remarkahle diffε宮εnces of the undorgrowth in overy plむt '-1>7げ位。bserγed.

Sasa, about 1 :m in height, densely cむvered over the who1e p10t i11 Plot D. 
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Sasa , oth巴r shrubs an_d vrasses ¥vent fn)1l1 乱 líUlεto lc~ss in ひrりDor1.lOH Lo tllEう lncr担当日と り i

crown donslty of st.ands in the following orc1cグ as Plot C and B>A , 

札 Th() Hut:dent dbgnosls I;y Xolia:r analysis 

The current needles at the top shoo仁 of all staf.l d~) in CVEうry plot v.,; e:re co1 "l ected 日ncl anaJv尽く~d ，

The results ¥vere shown in Table '¥ 

The correla しicn be t"í?VC{λn the � 亡r刊日、口 0 1: .Nl .P 宕 nd l( COllCCIJ Iγat:i <lllCC: � folì託収 and thos(' 

of th目立rO\vth of stand日ラwore t正ミヲ:ifíed :)γLb.e autho:rs and. rn_an_¥T other 日以n:lwrお on th.e 

fertilizatiりた rests and on thc: compar�.sons with the unfむrtilized foτ位、 ts in dìffEゴ ent 8011 仁 ondi.

tJons. Tho 司 nt.hOl出向;'v'ie\\"日以上弘元d_{)rrl_{:.~:;tic Hlld f�eig'D. r記P()rts 011 th� proble八.1 1.n Pm:t 1.お。

γhe :f0110w1ng 1白色nlts ootain己d ftd.s tirne o.:.rnflr1.11 th.-."-above'TnentiorHうd fa_cts) 1:00. 'The)J ~ 

P and K concentrati(JT)日 o:f the n.eed.l~.~s in '，Plot へ and B werc high仏:3 r amo日記工11.0:3(; in aU pJots , 

1、he aふ;五社onal fertilizaLﾍon at. t.¥V'(} vc乱rs ago! ivl己 r. 1969 J ~ind the. :rnost excとlIent I{l'OVヘ th durin五:

the currcn t 1:w口ア記ars SE間 1rted l:o cor:reIatc 1:0 th日 increa8忠吉，\[ N、 P an.d i:(. co汁 <:.entl 日tio.ns (}:f 

th出 11記忠dlos.

Th日 m.~ぷntemmce �f: the additiollil.l ﾍertlUza�n effect dur匤g f) yc 社1':3 since Mar , 19Gb 匤 

1'lot C would. b日 explaineó. b:<:l fb.e h1ιhcr >J、?試すJd K con.centrations of ne日:lJe;; than 工hose in 

.PJO( D (\1nf巴rtilizod)

T1Ie む乱 conc記n1:r乱t10ns of needles dcc:re品sed ln the foHowin窓口rder élおドlot i)'ぇ，ß alld A. 

The d配c:re品3色(){ Ca concentrat1on 0;eemed to corre1乱te 1:o th己 increa叫色日f the (i円内v1:11 o.f ~ミtand日

by the .f:ortiiízilt1.on , Tho JVIg cOilccntration日 of the n('(;dle汚 in Plot ﾟ and C 

;0号鴻a口川I円}以1記タ and thεy 喝""01忠n計う .rnor尽 Ih 日 i口〆 tb呂3.t (臼)1' Plü伐t D也

The fací冶 th;..:t:: t.h.e cor:re.lation be. ~\''leen thc Ca and JYlg cOIlcentrat.ionsι正 neeζl!念日日nd th.e 

g:n.)い7th 01 s!:ands令 thou只11 上1.1" încr日自出合s of (二a an.c1 TVlg c凸ncen.trHt:ious '~vi'iJl th日 decreas巴く of

the gmwth Vi1思re oft日11 obs己主ved， w台工日 :not so c'lear as thos位 。f N, P and K concentrat�ns und 

the gn)，:吋h of stands dcsc:ribc:d iロジa:rt ヘ .-8;':い 5) 0 '.1 すlf..:Se problcrns 了。Jwún t ,j be clarHied �l 

future. 

()n the nutrient ratios of t11母 no己dlos ， tho C;げi\nd N!P ratio日 dccreased in the following 

order as 1'10t D~>C>B <�nd A. T、hese l1u.trienすれはios 目白日m to correIai:e to the growth of stands 

But t11巴:re '1'1制 uo de註r correlat�.on an}ong the .N/K nnd IZ!P 間tios 刀md the growth of stands, 

�. .Aekl1級官'f1eågemnü

'".r'ﾌle aut.ho:rs '-..;.v:18h to 忠xpr色吉s th記ir 虫 ratitudc 1:0 thc nffic丸、rsηf K�a I)i日t:r.1 c t. F'o沢清t (コffí 口日

for thelr CQηpcratioll .i 口 cauyin克 ont thi円 "'I};r(コτk ，




